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【背景及び目的】テモゾロミド (TMZ)投与中

の神経暇腔にある一定の割合で一過性の増大,即

ちpseudoprogression (pspD)を認めることが

知られている.psPDではMGMTが発現してい

ないことが多く∴予後良好であるとの報告があ

る.今回,psPDと考えられた神経腰腫症例の

MGMT発現及び予後を検討した.

【対象と方法】2006年 1月から2010年 12月ま

での閣,初発或いは啓発時にTMZを授与し,維

持療法を6コ-ス以上施行したWHOGrade3,4

の神経腰腫症例65例 を対象とした.造影MRI上,

TMZ開始6ケ月以内に増大を示した症例をpr0-

gression(PD)と,増大が認められなかった症例

をnon-progression(non-PD)と定義した.PD

はTMZを継続して造影MRIをフォロ-し,増大

傾向を示した症例はtrueprogression(tpD)と,

縮小を認めた症例をpseudoprogression (pspD)
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とした,MGMTの発現を免疫染色法で,progres-

sio王1freesurvivaHPFS)及びoverallsurvivaHOS)

をKaplan-Meier法で評価した.

【結果】65例中pspI)は8例 (12%)であった.

psPDは8例車6例 (75%)で陰性であった∴一

方でtPDi7例中15例 (880/a)でMGMT陽性で

あった.psPl),llOn-Pr)a)PドS,OSとも.tPr)と

比べ有意に濃かった い､ずれ もp<0.001)

psPDは症状の増悪が比較的軽微であり,増大は

局所で,TMZ内服開始から3ケ月以内に増大が

認められた.

【考察】pspDは8例や6例がMGMT陰性で,

予後良好であった.
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